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Early in the 1960's, Harold Koontz appraised "the management theory jungle" at the  situation 

of management theory. After 20 years, according to what he say, the situation is kept on and is 

going from the variety of the tendency. In those situation, the Management Process School has 
been received many criticism and has changed. 

In major criticism, we should not overlook what was criticism of Herbert Simon in the past and 

what was criticism by the Contingency Theory recently. He thought, it was necessary that the 

interdisciplined and specialized study because of investigation of human behavior in 

organization, and therefore he denied the existence of the situation of jungle. While Harold 

Koontz has recognized the side of approach, it was doubtful whether that was management, he 

thought. 

On the other hand, the criticism of the Contingency considers the Management Process School 

as the general and abstract theory, that is, there is not "one best way" in all conditions and 

against the practice of management, the Contingency Theory denied universal approach. 

And the Contingency Theory insisted that the Management  Process School divided in 1960's and 

would unify other approaches in 1980's. 

However the practical management was usually contingentive, and didn't advocate "one best 

way". The Management Process School keeps  -even now the initiative. This school has had a 

flexibility that accepted positively the results of other approaches.
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1.は じ め に

クー ンツは1960年 当 初,経 営 管 理 に お け る

ア プ ロー チ の 多様 化 の状 況 を周 知 の よ うに,

経 営 理 論 の ジ ャ ング ル(TheManagement

TheoryJungle)と 評 した.

そ れ か ら約20年,彼 に よ れ ば い まだ に ジ ャ

ン グル状 態 は 続 いて お り,し か も その 多様 化

は ます ます その 度 合 い を増 し,11の ア プ ロ ー

チ を数 え る こ と がで きる とい う!註1)

クー ンツの こ う した分 類 は,現 状 にお い て ・

細 分 化 した経 営 管 理 諸 理 論 の整 理 を 目指 す と

共 に,逆 に一 方 で は,そ の 統 一 化 を 目指 した も

の で あ る と い うこ と がで き る.こ こで は,ク

ー ンツの 分 類 の 変 化 に沿 い な が ら
,今 日の経

営 管 理 諸 理 論 の 様 子 を概 括 して み た い と思 う.

クー ンツは,ア メ リカ に お け る経 営 管 理 論

者 と して,一 方 の 旗 手 で あ り,し か も その統

一 化 へ の 努 力 と と も に時 々 の理 論状 況 を率 先

して取 り上 げ,そ れ らを 自説 の 中 に取 り入 れ

る こ と に よ っ て,自 ら の 実 効 的 ア プ ロ ー チ

(・prati・nalappr・ach)を 常 に諸 理 論 の 中核

と して位 置 づ け よ う と試 み て きて い る.

クー ンツ に よ る統 一 化 へ の試 み その もの に

は考 慮 の余 地 も あ る が,よ り今 日的 な理 論状

況 の把 握 とい う点 に関 して は,先 づ 先端 を行

く とい っ て も過 言 で は な い.様 々 の ア プ ロー

チ の台 頭 を どの よ うに評 価 し,い か な る問題

点 か らそ れ が展 開 され て い る か を見 る こ と に

よ っ て,今 日の 経 営 管 理 論 が い か に推 移 して

い こ う と して い るの か,特 に従 来 か ら主 導性

を発 揮 して きた管 理 過 程 論 の 変 化 は ど うなの

か,そ の動 向 を探 っ て み た い.

11.歴 史 的 経 過

クーンツを代表 とする管理過程論は,過 去

より伝統的あるいは,古 典的理論として常に

批判の対象になり続けてきている.と 同時に

その批判 にさらされつつ,管 理過程論自体,

変貌 をとげてきているといえる.数 多くの学

者 は歴 史 的 に は3つ の段 階 と して管 理 過 程 論

の 発 展 を記 述 して い るが,(註2)こ こで は特 に,

今 日の 管 理 過 程 論 の動 向 に直 接 関 係 して い る,

1960年 代 以 降 の流 れ を中心 に述 べ る.い ま

少 し経 過 を概 括 す る こ と によ り,現 在 に至 る

状 況 の 整 理 を して 〃 た い.

管 理 過 程 論 は ま ず1916年 の フ ェ イ ヨ ー ル

(Fayol.H)を 発 端 と して発 展 す る.彼 は,経

営(legouvernement)と 管 理(leadministra・

tion)を 区別 し,管 理 と い うも の が,単 に企

業 だ け で な く,社 会 的 な組 織 体 で あ れ ば どこ

に で も存 在 す る機 能 で あ る と して,組 織 に お

け る管 理 の普 遍 性 を指 摘 し,(註3)管 理 の 機

能 を初 め て展 開 した.フ ェ イ ヨー ル を端 緒 と

して,第2次 大 戦 頃 まで は比 較 的 静 態 的 枠 組

みの 中 で,管 理 過 程 や管 理 原 則 な どの深 化 が

行 わ れ た時 期 で あ る.

1940年 代 か ら60年 代 まで は,一 方 で管 理 過

程 論 が体 系 化 した時 で あ り,(註4)そ れ に対 す

る2つ の批 判 が生 じて きた時 期 で もあ る.そ

の1つ は,ケ ー ス ・ス タデ ィの研 究 グル ー プ

か らの 管 理 原 則 に対 す る非現 実的 ・非 実 践 的

とい う批 判,も う1つ は管 理 過 程 論 以 外 の管

理 論 の 台 頭 で あ る.こ れ は,人 間 関係 論 を基

盤 と して,そ の 成 果 の 上 に,従 来,組 織 の 中

に埋 没 し非 人 格 化 され て きた組 織 にお け る人

間的 側 面 の強 調 と,バ ー ナ ー ド(Barnard.C.1)

サ イ モ ン(Simon.H.A)な どの新 しい組 織 論

を意味 して い る.

1960年 代 は,経 営 管 理 論 に とっ て は,歴 史

的 な時 期 で あ る.ま ず1962年 の周 知 の シ ンポ

ジ ウ ム は,多 様 化 した経 営 諸理 論 に対 す る認

識 を深 め,そ れ らの 成 果 を導 入 す る こ と に よ

り統 一 化 を指 向 す る努 力 が行 われ た.ま た,

1960年 代 に急 速 な発 展 をみ た電 子 計算 機 の 利

用 と,そ れ に付 随 して 強 調 さ れて きた シス テ

ム理 論 に対 す る評 価 は,経 営 管理 論 に シス テ

ム ズ ・ア プ ロ ー チ の 重 要性 を認 識 させ た.

この こ とは,そ れ まで の 経営 管 理 論,特 に

管 理 過 程 論 が,シ ス テ ムズ ・ア プ ロー チ を全
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く無 視 して い た とい う こ とで は な い.(註5)フ

エイ ヨ ー ル を初 め と して
,環 境 要 因 は予 測 上

の 大 問題 で あ っ て,企 業 と環 境 は,常 に相 互

に作 用 しあ うオ ー プ ン な もの と して 考 え られ

て は い た.に もか か わ らず,管 理 過 程 論 者 た

ち が,必 ず と言 っ て い い程 シス テ ムズ ・ア プ

ロ ー チ を大 き く評価 す るの は,シ ス テ ム ズ ・

ア プ ロ ーチ に よ っ て事 物 を決 定 的 変 数 や 制 約

要 因,あ る い は,そ れ らの 相 互 作 用(註6)と し

て 見 い 出 す こ と に あ る.社 会 の あ らゆ る構 成

体 は シス テ ムで あ り,そ の 相 互 の 関 係 を無 視

して は,実 践 的 な管理 理 論 は 成 立 しな い.シ

ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ が 全 く新 しい考 え方 で

は な い に して も,そ の 点 を明確 に に 自覚 させ

た こ と が,経 営 管 理 論,特 に管 理 過 程 論 が今

日 シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ ー チ を強 調 す る証 拠 と

な っ て い る.

以 上 の よ うな各 時代 の 特徴 を も と に,1960

年 代 以 降 の流 れ を,ク ー ン ツの 分 類 変 化 に沿

い な が ら詳 述 して み る.

皿.経 営管理論の今 日の動向

ク ー ン ツ の 変 化 に 則 せ ば,そ れ は 現 在 ま で

を4期 に 区 分 す る こ と が 可 能 で あ る.も っ と

も,こ の こ と 自 体 に は 大 し た 意 味 は な い .単

に 時 代 を 反 映 す る 特 徴 を 述 べ る 場 合 の 便 宜 上

の 区 分 で あ っ て,継 続 す る 流 れ の 中 の 一 断 片

に す ぎ な い.

第1期1960年 代(註7)

1.管 理 過 程 学 派(TheManagementProcess

School)

2.経 験 学 派(TheEmpiricalSchool)

3.人 間 行 動 学 派(TheHumanBehaviorSch-

ool)

4.社 会 シ ス テ ム学 派(TheSocialSystems

School)-

5.意 思 決 定 論 学 派(TheDecisionTheory

School)

6.数 理 学 派(TheMathematicalSchoo1)

1962年 の シ ンポ ジ ウ ム 以 降,ク ー ン ツ に よ

る こ う した分 類 に対 して様 々 の 批 判 が 加 え ら

れ た.す で に十分 論 じ られ て きて い るの で,

詳 し くは触 れ な い が,そ の代 表 的 な批 判 者 で

あ るサ イ モ ンは,組 織 内 にお け る人 間行 動 の

究 明 の た め に は,隣 接 諸 科 学 の協 力 に よ る,

細 分 化 さ れ た研 究 が必 要 で あ り,隣 接 諸 科 学

す ら も経 営 学 の 一 部 を構 成 し う るの で あ り,

クー ン ツ が混 乱 と見 た もの を,単 に研 究 上 の

分 業 で あ る と し,専 門 化 され た研 究 内 容 の 結

合 方 法 と して シス テ ム 理 論 に よ る統 合 を試 み,

・混 乱 の存 在 を否 定 して い る
.(註8)し か し,サ

イ モ ンの 言 うよ うな,人 間 の 集 団 行 動 の研 究

は,経 営 学 の一 つ の側 面 と して 大 きな意 味 を

持 つ こ と を クー ンツ は認 め て は い るが,(註9)

そ れ 自体 を経 営 学 と して定 義 づ け る こ とに疑

問 を投 げ か け て い る.(註10)何 故 な らば,個 々

の 個 別 な学 問,た と えば,行 動科 学 は人 間 や 動

物 の 行 動 や その 過 程 の跡 付 け は す る け れ ども,

そ して,そ れ は経 営 管 理 活 動 に お け る人 間 の

合 理 的 な意 思 決 定 を研 究 す る上 で 有 効 で は あ

るけ れ ど,そ れ 自体 は決 して経 営 学 で は な く,

経 営 学 を独 立 した 学 問 と考 え,根 本 と な る経

営 理 論 は その 必要 領 域 に お い て 有 用性 を引 き

出せ ば よ く,個 々 の 問題 解 決 に対 す る有効 性

が認 め られ る限 り にお い て,隣 接 諸科 学 は,

経 営 学 に寄 与 し う る にす ぎ な い とい う,経 営

学 主 体 に よ る統 合 を主 張 し た.(註11)管 理 過 程

学 派 を代 表 す る クー ンツ と,人 間 行 動 学 派 あ

るい は意 思 決 定 論 学 派 と評 さ れ たサ イ モ ンに

よ る,こ の期 にお け る ジ ャ ン グ ル論 争 は,以

後,さ した る展 開 も な く今 日 に至 っ て い る.

第2期1974年 ざ註12)

こ こで は,第1期 の6つ の学 派 に対 して,

さ らに1つ の 学派 が 加 え られ る.

7.コ ミュニケ ー ション ・セ ンター ・アプローチ

(TheCommunicationsCenterApproach)

こ れ以 後,ク ー ンツ は 学 派(sch・ol)と 表 現

しな い で,ア プ ロ ー チ(approach)と 表 現 してい

る.内 容 的 に は,体 系 だ った 理 論 とい うよ りも

技 術 的 手 段 や 手 法 とい っ た もの を含 め て分 類
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して い る と い う理 由 と共 に,個 々 の 理 論 的 枠

組 み の 境 界 が さ ほ ど明確 で な くな って きた と

い う点 に も考 慮 して の こ と と思 わ れ る.

この コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・セ ン ター ・ア プ

ロー チ は,(註13)1960年 代 後 半 か ら,1970年 代

初 め に か けて 当 時 の 企 業 経 営 に 多 大 の影 響 を

及 ぼ した,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を その 前

提 に据 えて い る.す な わ ち,コ ン ピ ュー タに

よ る情 報 の 収 集,処 理 ・加 工,蓄 積,伝 達 と

い っ た情 報 の 流 れの な か で,管 理 者 は コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン ・セ ンタ ー と して の役 割 を果 す

べ き存 在 で あ り,コ ンピュー タを管 理 思 考 や,

管 理 行 動 に適 用 し うる手 段 と考 え る点 に特 色

が あ る.経 営 管理 に お け る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンの 重 要性 は,当 然 否 定 さ れ るべ きで な く,

その 点 が,こ の ア プ ロー チ の魅 力 で もあ る と

クー ン ツは 言 う.け れ ど も意 思 決 定 理 論 と密

接 な関連 の あ る理 論 と し な が ら も,概 念 的 に

は あ ま り明 白 な もの とは さ れ て い な い.経 営

情 報 シス テ ム 論,い わゆ るMIS(Management

InformationSystem)の 理 論 を意 図 しつつ 情 報

の流 れ に着 目 して,そ の 重 要 性 を認 め な が ら

も,そ れ だ け で は,経 営 管 理 理 論 に は な り え

ず,コ ン ピュ ー タの 利 用 を前 提 と した一 つ の

手 法 とい う意 味 が 強 い.

第3期1976年(註14)

1976年 の クー ン ッ,Management6th.ed.

(Principlesofmanagement改 題)は 改

め て,管 理 過 程 論 が直 面 して い る様 々 な 問題

を再 認 識 させ た と い っ て も過 言 で は な い.

ま ず 第1に ア プ ロ ーチ の精 緻 化 を取 り上 げ

る こ とが で き る.

1.経 験 的 あ るいは事例 的 アプ ローチ(TheEm-

pirical,orcase,Approach)

2.人 間間行 動 ア プローチ(TheInterpersonal

BehaviorApproach)

3.集 団行動 アプロー チ(TheGroupBehavior

Approach)

4.協 働 社会 システ ムズ ・ア プ ローチ(The

CooperativeSocialSystemsApproach)

5.社 会技術 システ ムズ ・アプローチ(The

SociotechnicalSystemsApproach)

6.意 思決定 理論 アプローチ(TheDecision

TheoryApproach)

7.コ ミュニケ ー ション ・セ ンター ・アプロー チ

(TheCommunicationsCenterApproach)

8.数 学 的 また は経 営 科 学 的 ア プローチ(The

Mathematical,orManagementScience

Approach)

9.実 効 的 アプ ローチ(OperationalApproach)

こ こ に お い て,従 来 の 人 間行 動 ア プ ロー チ

は,人 間 間 行 動 ア プ ロ ー チ と集 団行 動 ア プ ロ

ー チ に二 分 さ れ る.人 間 間 行 動 アプロー チ(註15)

は 人 間 行 動 ア プ ロ ー チ と内容 的 に同 じ もの を

さ し,管 理 を人 間 と人 間 との 関係 の研 究 と し

て社 会 心理 学 や 個 人心 理 学 の応 用 が そ の重 点

とな っ て い る.一 方 集 団行 動 ア プ ロ ー チ は,

人 間 間 行 動 ア プ ロ ー チ と密 接 な関 係 を持 ち,

組 織 を社 会 的 有 機 体 と見 な が ら,合 目的 的 活

動 をす る組 織 行 動 に研 究 の 中心 を置 い て い る.

前者 が 心理 学 的 ア プ ロ ー チ で あ るの に対 し,

社 会 学 的 ア プ ロー チ と見 るこ とが で きる.

い くつ か の 表 現 上 の 変 化 を別 にす れ ば,全

く新 しい概 念 と して,社 会 技術 シス テ ムズ ・

ア プ ロ ー チ(註16)が あ る.1970年 代 に,イ ギ リ

ス の タ ビ ス ト ッ ク研 究 所 のE.L.ト リス ト

(Trist,E.L)の 研 究 に よ る もの で,組 織 を

社 会 シス テ ム と技 術 シ ス テ ム か らな る個 々 の

サ ブ シ ス テ ム と考 え,そ の 相 互 作 用 の 上 に企

業 の生 産 性 能 率 の 向 上 と,社 会 問 題 と して の

労 働 意 欲 の 高揚 とい うテ ー マ を解 決 しよ うと

す る.具 体 的 には,同 一 の 技術 シス テ ム を前

提 と した場 合 の作 業 集 団 の組 織 変 革,た と え

ば,多 能 工 化 あ るい は 自律 的 作 業集 団編 成 に

よ り,労 働 環 境 に適 応 しな が ら も,労 働 者 の

意 欲 や 欲 求 を満 たす べ く,シ ス テ ム化 を は か

る こ とに あ る.こ の ア プ ロ ー チ は 今後 ます ま

す そ の重 要 性 が認 め られ て来 よ うが,そ の貢

献 は,直 接 的 な生 産 シ ス テ ム あ るい は,第1

次 作 業 集 団 を対 象 と した もの で あ り,企 業 の
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経 営 ・管 理 な どの 基 本 構 造 の枠 内 で の 変 革 に

す ぎず,こ れ を も っ て経 営 管 理 論 とい うこ と

は で き な い.

第2に は,ク ー ンツ の著 書 ミManagement≒

の 表題 が従 来 の ミPrinciplesofManagem-

ent.か ら改 題 さ れ た こ とで あ る.管 理 過 程 論

派 の 中 で は 厂原則 」 に対 す る認 識 の変 化 も確

か に見 る こ とが で き る.ま た 単 に原 則 を列 挙

す る こ とに対 す る批 判 も あ る.管 理 過 程 論 の

最 大 の特 徴 で あ る過 程 論 と原 則 論 と い う理 論

的 な枠 組 み が様 々 に批 判 され て きて い る さな

か,管 理 過程 論 の 重 鎮 で あ る クー ン ツ が 厂原

則 」 とい う表 現 を題 名 か ら除 い た こ と は,1

つ の岐 路 に立 って い る と も言 い う る.確 か に,

1960年 代 の クー ン ツは 原則 を 自 らの経 験,観

察,研 究 に よ っ て独 自 に設 定 あ る い は 公 式 化

す る こ と を試 み て い た が,(註17)1976年 の 著

書 以 降,そ の 原 則 を利 用 し,適 用 す る こ とに重

点 が お か れ て い る.(註18)も ち ろん,旧 版 以 来,

原 則 の役 割 は 「適 用 され,予 測 す る上 で価 値

を もつ,基 本 的 真 理 」 と して使 用 して い る こ

と に変 化 は な い.し か し,「 原 則 」の 消 去 は,

そ の利 用 に重 点 が あ る に も か か わ らず,原 則

の単 な る列 挙 にす ぎな い とい う誤 解 に対 す る

もの で あ り,原 則 の 多少 の の 整理 ・統 合 は あ

る が,ク ー ン ツは 基 本 的 に は,管 理 過 程 論 の

理 論 的 枠 組 み と して の 過 程 論 と原 則 論 に あ く

まで 固 執 しな が ら,そ の 個 々 の状 況,あ るい

は過 程 に応 じて各 アプ ロー チ の 成 果 を導 入 し,

実 践 に役 立 て る と い う基 本 的 立場 を放 棄 す る

もの で は な い.

第3に,ク ー ンツ は第6版 の サ ブ ・タイ ト

ル と して,「管 理 機 能 の シス テ ム 的 ・条 件 適 応

的 分 析 」(ASystemsandContingencyAn-

alysisofManagerialFunctions)と 付 し

た.1960年 代 後 半 に出 現 した 条 件 適 応 理 論

(contingencytheory)は,管 理 過 程 論 を一

面 的,原 則 的 と批 判 す る.す な わ ち,あ るゆ る

条件 下 で の唯 一 最善 の 方 法(onebestway)

を追 求 す る よ り も,ユ ニ ー ク な状 況 に 応 じて

そ れ に適 した技 法 が 用 い ら れ るべ きだ,と い

う批 判 で あ る.(註19)け れ ど も クー ンツ は,効

果 的 な管 理 は常 に条 件 適 応 的 で あ る と し,そ

の状 況 下 に お い て,最 善 で よ り望 ま しい結 果

を生 み だ す た め に知 識 を応 用 す る と述 べ!註20)

条 件 適 応 的 な視 点 を経 営 管 理 には ご く当 然 の

こ と と して 自説 に加 え よ う と しそ い る.

第4期1980年(註21)

第7版 に お い て新 た に2つ の ア プ ロ ー チ が

加 え られ て い る.

10.条 件適 応 あるいは状 況 的 ア プロー チ(The

Contingency,orSituationalApproach)

11.管 理役 割 アプ ローチ(TheManagirialRo-

lesApproach)

管 理 役 割 ア プ ロー チ は,(註22)最 も新 しい ア

プ ロ ー チ で あ る.こ の ア プ ロ ー チ は ,マ ッ ク

ギ ィ ル大 学 の ミンツ バ ー グ教 授(Mintzberg,

H.)に よ る もの で,管 理 者 が 実 際 に何 をす る

か を観 察 し,そ の よ うな観 察 か ら管 理 活 動(役

割)が 何 で あ る か を結 論 づ け る こ と に あ る.

そ う した研 究 に よ れば,管 理 過 程,す な わ ち計

画 化 ・組織 化 ・調 整 化 ・統 制 化 な どは,実 際

の執 行 者(executives)に と っ て機 能 して い

な い,単 な る 厂伝 説 」(folklore)と み な し て

い る.彼 の研 究 に よれ ば 管 理 者 は,10の 役 割

を担 うと い う.た と えばA・ 人 間 間 の 役 割 と

して① 組 織 の代 表 と して の顔 ② 指 導 者 ③ 渉 外,

B・ 情 報 につ い て の役 割 と して① 企 業 の 活 動

につ い て の情 報 の 受 取 ② 陦報 の伝 達 者 ③ 俎織

外 へ の ス ポ ー ク スマ ン,C・ 意 思 決 定 の役 割

と して① 事 業主 的 ② 変 動 を乗 り きる人 ③ 資源

配 分 者 ④ 交渉 者.

クー ンツ は管 理 者 の仕 事 を考 慮 す る こ と に

価 値 が あ る こ と を認 め な が ら も,管 理 者 の 仕

事 は純 粋 な管 理 上 の 仕 事 だ け で な く,ま た ミ

ンツバ ー グの 指 摘 す る活 動 の 多 くが
,管 理 機

能 を証 明 した もの とみ な して い る.こ う した

ア プ ロ ー チ は,経 験 的 あ る い は事 例 研 究 的 な

ア プ ロ ー チ に近 く,む しろ その 方 法1の1つ と

考 え る こ と も可 能 で あ る.
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IV.結 び一今後の展望 にか えて一

1960年 代 後 半 に出 現 し,70年 代 後 半 に学 問

的 流 行 と な っ た条 件 適 応 理 論 は,今 日管理 過

程 論 に対 して最 も活 発 な批 判 を加 えて い る.

第1は,管 理 原 則 に対 す る批 判 で あ り,第

2は 条 件 適 応 理 論 に よ っ て,管 理 理 論 は 統 合

さ れ る とい う点 に あ る.

まず,管 理 原 則 に対 す る批 判 は,あ らゆ る

組 織 の も とで原 則 が普 遍 的 に その 有 効 性 を発

揮 し,常 にonebestwayを 目指 す 点 に あ る.

しか も この よ うな普 遍 ・妥 当性 を持 ち うる組

織 は,仕 事 が 明確,単 純 で 高 度 に構 造 化 さ れ

た組 織 で あ り,環 境 に左右 され ない 安 定 的 な

組 織 を対 象 と して い る とい う.(註23)ま た カー

リス ル(Carlisle,H.M)は 管 理 原 則 へ の批

判 を3つ に分 類 して い る.(註24)そ れ は,1.

原則 は 一般 的,抽 象 的,2.普 遍 性 に対 す る

異 議,3.原 則 の適 用 の時 と方法 の軽 視,と

い うもの で あ る.・

一般 的 に
,管 理 過 程 論 に対 す る批 判 の対 象

は,管 理 原則 を 中心 と して い る.確 か に その

理 論 的 枠組 み と して,管 理 過 程(機 能)と と

も に管理 原則 も存 在 し,従 来 か らの管 理 原 則

へ の批 判 の ゆ え に,管 理 過 程 と管 理 原 則 と を

分離 し よ うと い う動 きが な い わ け で は な い.

しか し管理 過 程 論 の動 向 は,他 の様 々 な ア プ

ロ ー チ の 成 果 を吸 収 す る こ と によ り,管 理 過

程 概 念 を新 た に構 築 し,そ の 中 で,管 理 原 則

を あ る状 況 下 で の 基 本 的 真 理 と して適 用 し よ

う とす る点 に あ る.そ の代 表 は クー ン ツで あ

り,テ リー(Terry,G.R)で あ る.テ リー は

そ れ を所 与 の状 況 化 で の判 断 や解 釈 に必要 で

実践 的 で,特 殊 かつ 状 況 の変 化 に対 応 し う る

柔 軟 陛 を も った も の だ と し,(註25)ク ー ンツ も

柔 軟 性 を強調 す る.(註26)し たが って今 日の 管

理 過 程 論 は,そ の 基 本 的 枠 組 み を変 化 させ な

い ま で も,管 理 過 程 概 念 を中心 に展 開 され て'

い る.一 般 に条 件適 応 理 論 か らの 管 理 原 則 に

対 す る批 判 の 前提 は,管 理 過 程 論 を クロ ー ズ

ド ・シス テ ム と考 え,定 型 的 な業 務 を な し,

さ した る環 境 の 変 化 に作 用 さ れ な い人 間 と組

織 観 に基 いて い る.前 掲 した,ロ ー レ ンス=

ロ ッ シ ュ らの 批 判 は,そ の 典 型 的 な もの で あ

る.管 理 過 程 論 は 前述 した よ うに,決 して ク

ロー ズ ドな シ ス テ ム と して組織 を考 えて は い

ない.ま た他 の ア プ ロ ーチ の 成 果 を積極 的 に

導 入 し よ うと試 み て い る.

第2の 点 につ い て ル ー サ ンス(Luthans,F.)

は,管 理 過 程 論 は1960年 代 に分裂 し,1980年

代 に は条 件 適 応 理 論 が,他 の 諸理 論 も含 め て

統 合 す る と予 想 してい る1.(註27)

しか し管 理 過 程 論 は,実 践 に有 効 な他 の ア

プ ロ ー チ か らの 理 論 の吸 収 に よ り,自 らの 理

論 を補 強 し,体 系 化 す る努 力 を怠 らな い.し

か も常 に実践 的 で あ り,現 実 に根 ざ した弾 力

性 を主 と して い る.こ う した努 力 が続 く限 り,

管 理 過 程 論 は ま だ ま だ存 続 して ゆ く余地 が あ

る よ うに思 わ れ る.

た だ し管 理 過 程 論 の い う統 合 化,す な わ ち

他 の ア プ ロー チ の 成 果 の摂 取 と い う方 法 に よ

って,本 当 に統 合 化 が可 能 で あ るの か とい う

疑 問 は,存 在 す る.(註28)従 来 の 方 法 論 が あ ま

りに機 械 的 す ぎる か らで あ る.テ リー の修 正

管 理 過 程 論 の提 唱 は,(註29)確 か に成 果 を生 か

し,理 論 的 枠 組 み を補 強 す る努 力 を うか が う

こ とは で き る.し か し,今 後 ます ます 様 々の

ア プ ロ ー チ の 出現 が 考 えち れ る中 で,過 程 的

な粋 組 み を変 化 す る こ と な く,皮 果 を導 入 す

る とい う方 法 だ け で は,あ ま りに総 花 的 に な

りす ぎ るの で は な い だ ろ うか.こ の 点 は今 後

の課 題 で あ る.

註 釈
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